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ウンシュウミカン園における炭酸カルシウム水和剤を使った IPM防除体系 

慣行防除（6～7月）の殺虫剤 1回または 2回とマンゼブ水和剤を、炭酸カルシウム

水和剤単用か銅水和剤との混用に置き換えても、チャノキイロアザミウマ・黒点病

による被害を抑えられる。 
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[背景・ねらい] 

ウンシュウミカンの主要な病害虫であるチャノキイロアザミウマによる被害と黒点病の防除

を行う際、不適切な農薬散布によって薬剤抵抗性が発生したり、農薬使用回数上限によって農薬

が使用できなくなるといった問題がある。そこで、炭酸カルシウム水和剤を使った物理的防除に

よる被害抑制効果と、使用回数制限のない銅水和剤によってマンゼブ水和剤の使用回数を補う防

除体系を検討する。 

 

[成果の内容・特徴] 

１、チャノキイロアザミウマは、6～7月の慣行防除に使用する殺虫剤 1回または 2回を炭酸カル

シウム水和剤に置き換える（図 1）と、慣行防除と同等もしくはそれ以下まで被害を抑えるこ

とができる（図 2）。 

２、黒点病は、マンゼブ水和剤を炭酸カルシウム水和剤か、炭酸カルシウム水和剤と銅水和剤の

混用に置き換えると、慣行防除と同等に被害を抑えることができる（図 3）。 

３、炭酸カルシウム水和剤の散布により樹全体が白くなるが、果実品質には大きな影響を及ぼさ

ない（表 1）。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１、三重県下のウンシュウミカンにおけるチャノキイロアザミウマ・黒点病の IPM防除に活用で

きる。 

２、今回使用した炭酸カルシウム水和剤は、チャノキイロアザミウマでのみ登録されている。 

３、銅水和剤は、一般的に、高温時の使用や散布直後の降雨で薬害を引き起こす可能性があるた

め注意する。 

４、炭酸カルシウム水和剤単用または銅水和剤との混用は、慣行防除剤に比べて耐雨性の劣る可

能性があるため注意する。 

５、炭酸カルシウム水和剤の散布によって果実表面に白い汚れが生じるため、散布は 7月までと

する。 

 

 

 

 

 

 

 




